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ITA 学園の学校生活の様子をお届け致します！ （令和 7 年度４月～９月） 

４/５（土）【 令和７年度 RITA学園高等学校 入学式 】 

桃陵公園の桜が咲き誇り、春麗らかな晴天のもと、令和 7年度 RITA学園高等学校入学式が挙行されました。 

今回も少林寺拳法総本山の講堂をお借りし、厳かな雰囲気の中で行われました。 

今年も連携校の奈良学習館やサポート施設等とオンラインで繋ぎ、教職員が持っている力を最大限に発揮し、

地域の方々、本校の応援企業の方々、そして、生徒たちとともに利他の心に溢れた学園にしたいと思います！ 

 

 

 

 

 

4/9（水）【 レクリエーション 】 

新入生を歓迎してのレクリエーションを開催！！天気も快晴であり、桜も満開の状態で行うことができました！ 

新入生は緊張している様子でしたが、在校生と生徒会が中心となって明るい雰囲気にしてくれました！ 

内容は豪華賞品をかけた国名当てクイズ！ 新入生も打ち解けた様子を見せてくれ、今回のイベントも大成功！ 

参加してくれた新入生の皆さん、そして盛り上げるために奮闘してくれた生徒会の

皆さん、ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

４/１２、13（土、日）【 新入生研修 】 

今年度も本校の評議員でもあるロバート・D・エルドリッヂ氏の娘さんエルドリッヂ愛未さんのご協力のもと、高

知県仁淀川町にて行いました！ 初日は自分たちで山菜を収穫し、プロの料理人の指導の下、山菜の天ぷらを揚

げました。 夕食はBBQで締めくくり。2日目は昨夜から降り続いた雨のため、今回の研修のメインプログラムであ

る SUP が中止となりましたが、気を取り直して石鹸づくりを行いました。急遽、プログ

ラム変更となった研修でしたが、未知の体験を通して、生徒は少し逞しくなったように

も思いました！ご協力していただいた仁淀川町の皆さまありがとうございました！！ 
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５/５（月）【 第３回 重機体験＆マルシェ 】 

晴天のもと、500人を超える来場者の方々に楽しんでいただきました！ 

重機の手配をしてくださいました応援企業の有限会社生島興業様、後援してくださいましたNPO法人光かがや

く絵顔の種様、出店者の皆様、ステージ出演者の皆様方、そして、足を運んでくださった皆様のお陰で、素晴らしい

子どもの日となりました！ 沢山の子ども達の笑顔を見ることができました！本当にありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７/６（日）【 スポーツ大会 】 

本日開催されたスポーツ大会では、「ボッチャ」を行いました！ 

各チームで作戦を練りながらスーパープレーが出た時に、敵味方関係なく拍手が巻き起こり、まさに”和気藹々”

という言葉がぴったりの雰囲気でした。体育の西岡先生も生徒たちに負けじと驚きのスーパープレーを連発！その

たびに会場は「おぉーっ！」と大歓声に包まれました。スポーツを通して、学習スタイルや学年の垣根を越え、みんな

の絆がぐっと深まった素晴らしい一日となりました。参加してくれた生徒の皆さん、そして大活躍の西岡先生、本当

にありがとうございました！ 
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７/20、21日（日、月）【 本島研修 】 

いつもお世話になっているNPO法人光かがやく絵顔の種様主催の行事に、本校の生徒4名と丸亀市沖本島に

一泊二日の研修を行いました。初日は来迎寺でピザ釜職人の岡田さんとピザ釜の土台作りを行いました。その後、

お寺で夕方のお勤め、夕食のカレーを満喫し、浜辺で花火をしました。２日目は、いよいよピザ釜づくりです。炎天

下の中、土を掘り、踏んで捏ねてひたすら積み上げていく。永遠に続く作業かと思われましたが、皆の頑張りのおか

げで昼前に完成しました。NPO 法人光りかがやく絵顔の種の皆様をはじめ、まんのう町西念寺の滝口住職、ピザ

釜づくりを指導してくださった岡田さん。その他、関わる全ての方々に感謝です。本当にありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８/３（日）【 絵顔のマルシェ＆夏フェス 】 

 夏休み宿題マルシェということで、ワークショップをメインにしておりましたが、子どもたちはお気に入りの作品を

作り嬉しそうでした。本校も木工体験として、木製の可愛いカメラのグッズを用意し、校長自ら講師となり完売とな

りました。縁あって遠くから来ていただいた翼アートでも、天使のような子どもたちに癒されました。そして高松千春

さんのライブ。想いのこもった歌声を聴いてうるうるときました。卒業生のライブは、夢に向かって頑張っていること

が響いてきました。 

NPO 法人光かがやく絵顔の種様、出店者の皆様、ステージ出演者の皆様、そして、足を運んでくださった皆様、

本当にありがとうございました！ 
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８/２0、21（水、木）【 島サバイバル 】 

 本年度も丸亀沖の「さぬき広島」で島サバイバルが、7 名の生徒と実施されました。また、この「さぬき広島」での

島サバイバルは地元の山倉建設の山倉康平様、少林寺拳法本部の向田弘之様のサポートがあって実施できる企

画です。心より感謝申し上げます。初日は、さぬき広島に到着後、BBQ。野菜を切る者、火を起こす者、肉を焼く者、

腹が減っては戦はできぬ。皆で協力して美味しいお肉を頂きました。その後は花火大会。宿泊施設はロックガーデ

ンで、古い大きな家を改築した宿泊施設です。2 日目は、清掃活動を行いました。訪れた時よりも綺麗にして帰る、

これも大切な心がけです。その後はビーチに出て海水浴です。ゴムボートで沖に出たり波打ち際で波に揉まれたり

と、和気藹々と楽しむことができました。日頃はできない体験をとおして、協力して何かを成し得る事の大切さや、

お互いを尊重する事の大切さを学べたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 7日 令和 7年度 入学式  

オンラインで香川と繋いでの RITA 学園高等学校入学式のあと、リタ学

園各学習館の入学式を奈良学習館にて執り行い、奈良学習館 21 名、神戸

学習館 1 名の新入生を迎えました。 

 はじめは未知の高校生活に緊張や不安の色が見られた生徒たちも、半年

経った今では学園の仲間や教員と毎日楽しそうに過ごしています。 

           6月 13日 春季校外学習 

春季校外学習では、午前中 2 グループにわかれ、「奈良いきものミュージア

ム」では、ヘビ・イグアナ・カメレオン・ピラニアなどの珍しい生き物を観察

したり触ったり、餌やり体験もおこないました。「ニンジャ☆パーク」では、

トランポリン・パルクール・アスレチックと、それぞれが思い切り体を動かす

ことができました。 

リタ学園 奈良学習館 
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午後からは、奈良コンベンションセンターにて、株式会社ジンジブ

様主催の「ジョブドラフト Fes」に参加させていただきました。関西

地区に店舗や工場を持つ 16 社の会社様のブースを回って、実際に働

く社員の方の声を聞いたり、もの作りの体験をさせていただくことで、

生徒たちも働くことへの関心が高まった様子でした。 

 

7月 14日 夢プロジェクト 

毎年恒例の夢プロジェクトでは、「10 年後の自分」をテーマに、奈良学習館と神戸学習館の 2・3 年生が

スライドを使って発表してくれました。 

 「家族を持ちたい」「資格をとりたい」「まだ想像できない」など内容もスライドのデザインも様々で、そ

れぞれ自分らしい発表を披露してくれました。 

 

 

 

 

       

 

  

 

 

7月 27日 夏のフェスティバル 

夏のフェスティバルでは在校生・保護者・OB の協力のもと、今年

もたくさんのお客様を迎えることができました。 

 「自分も中学生で参加した時、先輩が優しくてここに決めたから」

とボランティアをかって出てくれた在校生もおり、利他の心を感じ

ました。 

 

 

8月 19日～21日 修学研修旅行 

修学旅行は 2 泊 3 日で宮城・福島・北海道へ。震災遺構の見学や、語り部さんのお話を聞いて、自然の

脅威と命を守ることの大切さを学びました。 

 事前に作成した行動計画に沿って散策したり、函館山で 100 万ド

ルの夜景を観賞したりと、高校生活の良い思い出になりました。 

初めての飛行機やご飯代とお土産代のやりくりなど、修学旅行なら

ではの学びもあり、後輩や参加できなかった同級生へお土産を選ぶ姿

もありまし。利他だね！ 
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４/7（月）始業式＆ レクリエーション 

新学期がスタートしました！始業式のあとは、みんなで楽しく「ボッチャ」にチャレンジ   

初めての人も経験者も、笑顔いっぱいで盛り上がりました！新しい仲間と共に、今年も素敵な 1年にしていきましょう 

 

 

 

4/22（火） 学内木鶏会 

「木鶏会」とは、各界で努力を積み重ねられてきた方々の体験談や対談記事が載っている人間学を学ぶ雑誌「致

知」を読んだ感想文を発表し、交流する催しです。致知は本学園の「教科書」の一つとしても活用しています。今回は

特別に株式会社 I.S.コンサルティングの社員の方にもご参加いただきました！ 

 

  

 

 

６/6（金）PBL活動 校外学習企画・運営 

リタ学園では、普段「PBL 活動」として、・校外学習の企画、運営 ・ カフェの企画、集客、運営 ・ 企業のお困りご

と解決を授業として行っています。今回は、生徒たちが自分たちで企画した校外学習を実施しました！訪問先の選定

から、集合時間の立案、交通手段の調査、昼食の取り方まで、すべてを生徒主体で計画。行き先は、六甲山にあるア

スレチックパーク「GREENIA」です      当日は、普段とは違う自然の中で思いきり体を動かし、協力しながらアスレチ

ックに挑戦！その中で自然と会話が生まれ、互いを知るきっかけとなり、生徒同士の雰囲気もより明るくなりました       

※PBL「Project Based Learning」の略で、「問題解決型学習」とも呼ばれます。与えられた課題に対して、学習者自ら情報を 

収集し、解決策の提案、物事の企画運営といったプロセスを体験し、実社会で必要とされる総合的な力を育成します。 

 

 

 

 

日頃の学園内での様子！ 

 

 

※ 

リタ学園 神戸学習館 
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６/１３（金） PBL活動 校外学習企画・運営 

今回も PBL 活動として、【校外学習】を実施しました！生徒たちが長い時間をかけて自ら計画を立て、実際に生徒

主体で実施する特別な一日となります。訪問先に選ばれたのは、あの「ユニバーサル・スタジオ・ジャパン」        集

合時間や交通手段、タイムスケジュールまで、すべてを生徒自身が調べ、話し合って決定しました 

  

 

 

 

6/24（火） キャリア学習「会社見学」 

キャリア学習の一環として、ニッシンコーポレーション株式会社様を見学しました。フッ素樹脂製品や伸縮継手製品

（ジャバラなど）の製造をされている会社です   製造業についての説明や会社の特長、工場内の見学や社員様との

交流をさせていただきました。特に、現場で活躍されている社員様からのお話を直接聞くことができたのは、とても良

い体験になりました。お忙しい中、とっても丁寧に対応してくださいました。 

 

 

 

 

7/5(火)PBL活動 学園開放イベント企画・運営 

今回の PBL 活動は「カフェの企画・運営」を行い、教室を「ボードゲームカフェ」に変身させました！生徒と教職員

はエプロンをつけて、カフェの店員になります。限られた予算を上手く使い、「集客のためのチラシ作成」「SNS運用」

「ドリンク選定」「教室の飾り」などなどを準備していきます！沢山の方に来園いただくことができました！ 

 

 

 

インターンシップ活動 

神戸学習館では、生徒の身心の状態や希望に合わせて適宜インターンシップの紹介をしています。お世話になって

いる会社様には本当に感謝です。今年の前期は福祉関係の分野に興味のある生徒が、高齢者介護施設「愛ホーム

サービス」様にお世話になりました！ 
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4 月 入学式：金剛禅総本山少林寺 講堂 

今年も多くの新入生が入学してきましたが、その中で高松キャン

パスに所属する生徒は男子 2 名・女子 3 名の計 5 名が入学しまし

た。みな緊張した面持ちながらもそれぞれが輝いていました。 

（写真は参加者の集合写真） 

 

6 月 高松キャンパス特別活動 in 香川県立ミュージアム 

高松キャンパスの特別活動として、香川県立ミュージアムを訪れました！香川県立ミュージアムは、歴史

博物館と美術館が一つとなった総合的なミュージアムであり、そこは縄文時代〜昭和時代と香川県の歴史と

文化を時系列に辿ることができる展示室、本校のモットーとしている「利他」と関わりが深い「弘法大師 空

海」に関する展示、香川にゆかりのある作家の美術作品など、たくさんの展示物を拝見いたしました！ 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 木鶏会が行われました。 

今年度初めて高松キャンパスで開かれました。 

致知 9 月号の特集は『人生は挑戦なり』でした。生徒は各々の感想文をし

っかり発表しました。特に 3 年生の女子生徒は半年後には卒業し、次のス

テージへと進むので特集記事が腑に落ちたみたいです。 

「挑戦するために周りに流されない自分でいたい」 

「挑戦をすれば失敗する可能性もあるが、得られるものも多い」 

「前を向いて笑顔で勉強や行事に取り組みたい」など、力強い言葉も聞く

ことができました。 

 

その他 

最近は本校の登校スタイル生徒との交流も日常レヴェルで行われることもあ

ります。 

写真は登校スタイルの生徒が高松キャンパスへ来てくれた時の様子です。高

松キャンパスの生徒が特別活動等で本校へ行く機会がしばしばありますが、今

後は高松地区でも行事を企画し、その企画に本校の生徒も参加できるよう考え

ていきたいと思います。 
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―AI と共に、未来を創る学びへ― 

 本校は今年度、文部科学省の「DX ハイスクール推進事業」に採択されました。これに伴い、AI 学習アド

バイザーの助言のもと、全国でもトップクラスの性能を誇るハイスペック PC を導入し、生徒が自由に創作

活動に取り組める環境を整備しました。 

 この環境を活かし、たとえば画像生成 AI を用いてコンセプトアートを制作し、AI 作曲ツールでオリジナ

ルの BGM を作り、さらに AI 動画生成ツールで静止画を映像作品へと仕上げるといった、複合的な表現活

動が可能になります。 

 AI に依存するのではなく、創造性を広げる“共創のパートナー”として使いこなすこと。そして、自分自

身が新しい価値を生み出すクリエイターとなること。これこそが、生成 AI 教育における最大の目的です。 

 さらに令和 8 年度は、e スポーツ教育にも力を入れています。e スポーツは、もはや単なる娯楽の枠を超

え、教育的価値を持つ学びのフィールドへと進化しています。チーム戦を通して、戦略的思考力、判断力、

チームワーク、情報リテラシーなどを実践的に学ぶことができます。試合では仲間と協力し、対戦相手を尊

重する中で、デジタル空間での協働力や問題解決力を磨いていきます。 

 つまり本プログラムは、AI と e スポーツの両面から「創造」と「協働」を実践的に学ぶ取り組みです。

こうした学びを通して身につくスキルや感性は、進学や将来の仕事においても確実に活かされる力となるで

しょう。 

 テクノロジーが日々進化するこの時代に、受け身で知識を得るのではなく、自ら関わり、新しい価値を生

み出していく―。それが、本校が目指す「未来を創る人財」の姿です。 

 AI と共に創り、仲間と共に挑戦する。この学びの輪が、これからの教育の新しい可能性を切り拓いてい

きます。 

 

－令和 8 年 4 月スタート!「四国巡礼探究専攻」― 

「出発の町」から始まる、新しい学びの旅 

私たち RITA 学園高等学校のある香川県多度津町は、四国鉄道発祥の地として知られる「出発の町」です。

この多度津町を起点に、令和 8 年 4 月から新たに「四国巡礼探究専攻」がスタートします。 

自分たちで創る、四国の旅 

この専攻の最大の特徴は、生徒自身が旅の計画を立てることです。 

・どの寺院を訪れるか 

・どこに宿泊するか 

・地域の方々とどう交流するか 

これらすべてを仲間と話し合い、協力しながら一つのプランに仕上げます。そして、そのプランをもとに

JR を活用して実際に四国を巡ります。 

人とのつながりが、心を育てる 

旅の途中では、四国ならではの「お接待」の文化や地域の方々とのふれあいを通して、人の温かさやつな

がりを肌で感じます。道中での出会いや経験の一つひとつが、生徒たちの人間的な成長へとつながります。 

 

 

特集① 令和 8 年度の取り組み 
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体験を「表現」し、「発信」する 

旅で得た感動や気づきを、生徒たちは写真や俳句などの形で表現します。さらに、その体験を広く発信す

るために学校独自の「遍路アプリ」を開発中です。自分たちの言葉と感性で地域とつながるこの活動は、学

びをより深く、より豊かなものにしていきます。 

 

新たな「出発点」へ 

県内外の生徒が一緒に学ぶ広域通信制の特徴を生かし、全国各地から生徒たちが多度津に集まります。そ

して、一緒に巡礼の旅を通して学び、それぞれの地域の文化や価値観を共有することで、新たな視点が生ま

れます。異なる背景を持つ仲間との出会いが学びをさらに豊かにし互いの成長を支えあう力となります。 

多度津から四国へと広がった鉄道のように、この巡礼もまた、心をつなぎ、未来へと続く新たな「出発点」

となることでしょう。 
 

―『うどん』探究専攻！！スタート ― 

香川県の食文化『うどん』の探究専攻 

うどん探究専攻とは日本うどん学会、有名うどんチェーン店のご協力をいただき、 

香川県に根付いた食文化である『うどん』について調べ、理解し、価値を見いだす 

総合的な探究の学びです。 

３年間の学びをとおして郷土文化の価値を再発見するとともに、うどんを作るの 

に必要な食材等における安全性の認識、店舗実習の経験から将来の職業観の育成へ 

とつながる学習活動を行います。 

 

『うどん』の探究専攻の設置について 

 本校は香川県に設置された広域通信制の高等学校であり全国から生徒が集う。香川県の食文化である「う

どん」に興味を持った生徒が、香川県の文化・歴史、飲食業の経営に興味を持って学ぶことにより将来の人

生設計に繋がるよう考えています。 

 

『うどん』の探究専攻のカリキュラム（案） 

 

 

 

授業概要 

テーマ：「讃岐うどんを通じて地域文化・産業・を探究する」 

ねらい：香川県の食文化（讃岐うどん）を通して、地域の歴史や産業・消費・グローバル化など多面的に考

える。 

地域文化の理解 食の科学への興味 経済・社会の視点 

食文化を通じて地域の特色や日本の

多様性について理解を深める 

製めんを通して身近な食品か

ら科学的思考力を育てる 

職と経済の関りを理解し、持続

可能な社会の在り方を考える 

RITA 学園高等学校は香川県に設置されている学校です。日本うどん学会や有名うどんチェーン店との学

びは、本校だからできる取組です。皆で郷土の食文化を楽しく探究していきましょう!! 
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9 月 8 日から 19 日にかけて、本校に教育実習生として阿蘓品花音先生が来校しました。阿蘓品先生は本

校の卒業生であり、本校として初めて受け入れる教育実習生です。実習初日には卒業生講演会を行っていた

だき、学生時代の思い出や現在取り組んでいること、生徒たちへの励ましの言葉などを語ってくださいまし

た。先輩としての率直で温かなメッセージは、生徒たちにとって大きな刺激となりました。 

母校の教壇に立ち、生徒たちの前で授業を行うそのフレッシュな姿は、私たち教員にとっても、かつて自

分たちが教員を志した頃の初々しい気持ちを思い起こさせてくれました。 

 実習期間中は、高等学校の地歴科・公民科の教員免許取得を目指し、「地理総合」「歴史総合」「日本史探

究」「公共」「政治・経済」の授業を担当しました。初めのうちは板書の使い方や教材づくり、ICT 機器の操

作などに戸惑う様子も見られましたが、回を重ねるごとに授業構成や説明の工夫が増し、次第に教室全体を

引き込む力を身につけていきました。生徒からも「説明がわかりやすくて聞きやすい」「先生の授業が楽し

みになった」といった声が寄せられ、短期間ながら確かな成長を遂げました。 

 また、授業以外の時間にも生徒との関わりを大切にし、昼休みや放課後には談笑したり、少林寺拳法を通

して交流を深めたりするなど、持ち前の明るさと誠実さで信頼関係を築いていました。生徒たちにとっても、

年齢の近い先輩から直接学び、触れ合う貴重な経験となり、教育実習期間中は校内に温かな交流の輪が広が

りました。 

 卒業後は一般企業に就職する予定とのことですが、人に思いを伝える力や、人を導き育てる力は、どのよ

うな職業においても求められる大切な資質です。今回の教育実習で得た学びや気づきを糧に、社会の中で多

くの人々に良い影響を与えられる存在として、今後ますます活躍されることを教職員一同、心より期待して

います。 

                                     

 

 

 

 

特集② 初の教育実習生、母校での挑戦と成長 

▲生徒達からの寄せ書きに笑顔を見せる阿蘓品先生 

 

▼政治・経済の授業を真剣に受ける生徒達 
▼卒業生講演に臨む阿蘓品先生 
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今回は僕のある 1日について紹介します！ 

6:00起床     

朝は 6時に目が覚めます。 

6:30出発      

朝食を食べて急ぎ足で準備をして出発します。 

   電車に乗って約 2時間弱電車に揺られながら学校に向かいます。 

   「2時間長っ！」ってよく言われるのですがこの移動時間が意外とアイデアが浮かんできたりやりたいことが捗

ったりするので僕にとっては大切な時間です！ 

8:45出勤（朝礼） 

朝の朝礼では今日 1日の流れを確認し、士気を上げて業務に入ります！ 

8:50モーニングルーティン 

   朝の僕のルーティンとして白板周りの掃除を行います。 

生徒たちが一日の中でおそらく一番目にするであろう白板周りを整えるこ

とが心を整えられることにも繋がります。 

 

 

 

 

 

9:00生徒が登校 

9 時に学校の門が開いたと同時に生徒が登校します。朝のあいさつの調子で今日は調子が良さそうだな、調

子が悪そうだなとかそんなことを観察しながら様子を見ています。僕も日々色んな心の状態になりますが目の

前の生徒に少しでも元気を与える！という想いで毎日挨拶をしています。 

9:40授業開始 

   この日はリタ学園のオリジナル授業「利他育」の日でした。テーマは「ものの見

方」について。ひとつのものを見ても人によって見る視点や角度が違えば見方

が変わることをだまし絵やイラストを使いながら体験してもらいました。事実は

変わらないけど、その事実に対しての意味づけは自由自在なんだということか

ら、リフレーミングという技法を使って普段自分が感じている短所の見方を少

し違う角度から見ていくようなワークをしました。「あーこういう見方ができるの

か！」 「ネガティブ思考って深く考えることができるって言葉に置き換えられ

るのか！」って腹落ちしていた印象です。 

なにか今日の授業で今後の日常において役に立つことがあればよいなと願っています。 

特集③ 教員のある一日 小柳先生 
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15:00放課後 

   授業が終わり掃除も終えて放課後の時間です。下校する生徒、友達とおしゃべ

りをする生徒、自分の趣味に没頭する生徒、友達とゲームをする生徒など放課

後の過ごし方は様々です。僕は普段ゲームを一切しませんが少しでも生徒が

楽しい！って思っている世界に僕自身も頭から突っ込んで同じように楽しさを

共有するといった意味で生徒と一緒にゲームすることもあります。 

17:15退勤 

（プライベート） 

   １日の業務を終えて僕のプライベートの時間です。 

まず仕事を終えたらスポーツジムに直行します。  

   自分の見た目を整えることは自分自身の活力にも 

なります。また人前に出るお仕事において教壇は 

ある意味、僕にとってはステージだとも思っています。 

そんな自分の商売道具を磨くためにジムに行って 

います。 

                                                           

                          ジムが終わった後はよく友人と食事に行きます。仕事の話から将来の話                             

までありとあらゆる話をします。これは僕のモチベーションアップに繋がっ                             

たり学びを得たりできるので大切な時間になっています。 

                             そういったお互いに切磋琢磨できる友人がいることに感謝です。 

（こちらの写真は大好きな鳥焼肉を食べている写真です） 

 

22:45お参り 

家までの帰り道に神社があります。そこで神社に寄ってお参りをします。ただ手を合わせて沈黙の時間をつく

っています。 

23:00帰宅 

帰宅したら次の日の準備やお風呂などを済ませて布団に入ります。 

24:00就寝 

   僕は必ず寝る前にお気に入りのお香を炊きながら瞑想します。 

   理由は日常を生きていると先のことばかりに囚われてしまって今に集中できていないことが良くあります。なの

で今に意識を向けて今感じていることや心の声に耳を傾ける時間を意図的に作っています。心に余白を創っ

た状態で 1日を完了させています。 

                       

                            白檀の香りがするこのお香がお気に入りです！ 

                                              



14 

  

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理
事
長 

実
は
、
僕
の
父
親
が
３
５
歳
の

と
き
に
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
。
僕
は
そ

の
と
き
７
歳
で
し
た
。
だ
か
ら
、
自
分

も
な
ん
と
な
く
「
３
５
歳
く
ら
い
で
死

ぬ
ん
だ
ろ
う
な
」
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
よ
。 

吉
本 

え
っ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。 

理
事
長 

銀
行
で
働
く
中
で
、
経
営
者
の

方
た
ち
と
関
わ
る
機
会
が
多
く
、「
自
分

も
挑
戦
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強 

く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
３
０
歳
の
と

き
に
「
自
分
で
や
ろ
う
」
と
決
意
し
ま

し
た
。 

父
を
早
く
に
亡
く
し
た
の
で
、
母
を
助

け
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
お
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
や

挫
折
し
た
人
が
も
う
一
度
立
ち
上
が
れ

る
会
社
を
作
り
た
い
、
み
ん
な
が
イ
キ

イ
キ
働
け
る
社
会
に
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。 

で
も
、
最
初
に
浮
か
ん
だ
の
は
、「
親
を

安
心
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。 

吉
本 

僕
も
早
く
親
を
助
け
ら
れ
る
人

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

吉
本 
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
人
が
全
員
集

ま
っ
て
い
る
部
屋
が
あ
っ
た
ら
、
最
初
に

誰
に
会
い
に
行
き
ま
す
か 

？ 

 

今
号
で
は
、
神
戸
学
習
館
の
１
年

生
・
吉
本
玲
遠
君
と
今
井
理
事
長
の
対

談
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 
吉
本
君
に
は
、
将
来
叶
え
た
い
夢
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
探
そ
う
と
、
理
事
長
と
の

対
談
を
希
望
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

吉
本 

理
事
長
は
高
校
生
の
頃
、
ど
ん
な

こ
と
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
か
？ 

理
事
長 

僕
は
高
校
生
の
時
は
部
活
動

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
熱
中
し
て
い
ま
し

た
。
中
学
の
時
一
賞
も
勝
て
な
か
っ
た

の
で
、
高
校
で
は
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て

熱
中
し
て
い
ま
し
た
。 

理
事
長 

吉
本
君
は
今
熱
中
し
て
い
る

こ
と
は
あ
る
の
？ 

吉
本 

僕
は
今
、
ス
イ
ス
に
行
き
た
い
気

持
ち
が
と
て
も
強
い
で
す
。 

自
然
が
豊
か
で
、
美
し
い
景
色
の
中
に

身
を
置
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
入

試
の
作
文
で
も
、
ス
イ
ス
に
行
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
書
き
ま
し
た
。
今
は

「
ど
う
し
た
ら
行
け
る
の
か
」「
ど
ん
な

場
所
が
あ
る
の
か
」
な
ど
を
、
夢
中
に

な
っ
て
調
べ
て
い
ま
す
。 

吉
本 

僕
は
将
来
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
系
の

会
社
を
作
っ
て
１
０
０
０
万
円
を
稼
ぎ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

１
０
０
０
万
円
を
稼
ぐ
に
は
、
今
か
ら

ど
う
動
い
た
ら
い
い
で
す
か
？ 

理
事
長 

「
一
番
大
事
な
の
は
気
持
ち
」

だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
れ
を
や

り
た
い
の
か
、
自
分
に
何
度
も
「
な
ん

で
？
」
と
問
い
続
け
る
こ
と
で
、
本
当

の
思
い
が
見
え
て
く
る
。
お
金
よ
り
も
、

「
人
を
喜
ば
せ
た
い
」「
好
き
な
こ
と
を

形
に
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
し
よ
う
。
そ
の
強
い
思
い
が
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
、
夢
は

実
現
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
困
難

に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
は
自
分
の
心
の
声

を
聴
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
ね
。 

吉
本 

こ
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？ 

理
事
長 

元
々
は
銀
行
員
だ
っ
た
ん
で

す
よ
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
。 

吉
本 

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
！
ど
う

し
て
今
の
道
に
進
も
う
と
思
っ
た
ん
で

す
か
？ 

 

理
事
長 

僕
は
父
親
に
会
い
に
い
く
か

な
。
あ
る
日
突
然
亡
く
な
っ
て
自
分
も

ま
だ
７
歳
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
記
憶

が
な
く
て
。 

吉
本 

僕
は
曾
祖
父
に
会
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
周
り
か
ら
“
い
い
人
だ
っ

た
”
と
聞
く
の
で
、
ど
ん
な
人
だ
っ
た

の
か
自
分
の
目
で
確
か
め
て
み
た
い
で

す
。 

理
事
長 

そ
れ
は
素
敵
だ
ね
。
家
族
の
こ

と
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ

る
よ
。 

吉
本 

今
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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RITA 栄光なり！！ 

今までの自分は、中学校の 2 学期から不登校になりほとんど学校に行きませんでし

た。そして RITA 学園に入学してからも行こうと思っていたが、夏休みまでいけませ

んでした。しかし夏休みを機に学校に来てみたら、もう少し来ようかなと思っていた

ところ、たまたま体育の授業で先輩としゃべるようになり、また学校に行こうかなと

思いました。それからは、学校に行くのが楽しくなり今では、全ての行事に参加し、

気が付けば生徒会の仕事や自分が考えた喫茶店を文化祭でやってみたりとても充実

した高校生活を送れるようになりました。今の自分の気持ちを一言で表すと“RITA 栄 

   光なり”です。これからも RITA 学園高等学校でみんなと高校生活を楽しみたいと思

います。 

 

 

 

リタ学園奈良学習館 技能連携コース  

  

駒井 亮太（こまい りょうた） 

 リタ学園に入学するまでは、将来に役立つ資格などには全く興味がありませんでし

たが、入学を機に今までの自分を変えようと思い通学もできるようになりました。ま

た、様々な資格が世の中にあることも知り段々と興味が湧いてくるようになり、今後、

何でも挑戦してみようと思えるようになりました。学習面では今まで身に付いていな

かった基礎的な勉強と商業について学ぶことができ成長を感じています。在学期間中

に「簿記」や「英検」など、様々な資格を取ることを目標にしています。 

担任コメント（小柳先生）：駒井くんに「学校は楽しい？」と聴くと「楽しい！」

といつも言っています。その理由を尋ねると「新しいことを学べることが楽しいん

だ！」とにこやかに話してくれている笑顔が印象的です。 

 

宮崎 紬希（みやざき つむぎ） 

友達や話ができる人が増え人と関わることが多くなったと思います。また、自分

自身のことが分かるようになり、自分から周りの人に話しかけることができました。

これから「自分自身は、何をしてみたいのか？」を考え本当の自分を見つけ、でき

ないことができるようになりたいです。 

担任コメント（小柳先生）：友達が欲しい！でも自分からではなく周りから話し

かけてもらえないと難しい！と入学当初は言っていました。しかし今では自分から

人に話しかけ、イキイキと学校生活を送っていることが印象的です。 

 

〜〜〜クククラララスススののの窓窓窓かかかららら〜〜〜   
  

    ♪♪♪ 生徒の思い Vol.9♪♪♪ 

本校・登校ｽﾀｲﾙ 1 年 

宮本 晃汰 
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「RITA学園高等学校に期待するもの」 
 
高野山大学学長  

松長 潤慶（学校法人利他学園 理事） 

 

自利利他のこころ 

 

利他学園が日々学習活動を行っている香川県多度群多度津の地は、今か

ら約 1200 年前に弘法大師空海（お大師様）がご誕生された場所です。お

大師様は唐（中国）に渡り、当時の最新の教えである密教を受け継ぎ、日

本に持ち帰り弘めました。 

密教の大切な教えの 1 つに「自利利他」があります。「自利」とは、日々

の学習や体験を通じて自らの出来ることを可能な限り増やすことをいい

ます。まさに皆さんが日々利他学園で学習して得る知識や、習得した知識

を日常生活の体験を通して活かしていくことによって得られる様々な知

恵を蓄積していくことが「自利」です。そして、その自らの努力により培った能力を周囲に人々のお役に立

てることが「利他」です。 

我々はこの世に生をうけ「いのち」をいただいてから、周囲の人々や存在によって支えられ、今後も支え

られ続けます。その自身を支えていただいている存在のお役に立つことこそが、皆さんが利他学園で学ぶ最

も大切な教えである「利他のこころ」であるといえます。 

 

 

SHORINJI KEMPO UNITY 専務理事 

宗 大雄 （学校法人利他学園 評議員） 

 

 RITA 学園高等学校の名に込められた「利他」の精神は、まさに少林寺拳法

の教えにあります「自他共楽」の実践そのものです。自らの成長を通して他者

を活かし、他者の幸せを通じて自らも豊かになる、その循環こそ、これからの

社会を生きる上で大切な力になることでしょう。 

 RITA 学園高等学校の取り組みには、生徒一人ひとりの個性を尊重し、仲間

との関わりの中で自ら考え、行動し、成長していく姿が息づいていると感じて

おります。その日々の積み重ねの中で、生徒の皆さんが「人のために行動でき

る自分」へと成長していく姿を頼もしく思います。又、困難に向き合う時こそ、

自他共に楽しむ心を忘れず、互いの力を引き出しあえる人になってほしいと心

から願っております。 

 これからも教職員の皆さんの情熱と工夫が、生徒の皆さんの未来を明るく照らす原動力となることを期待

しております。そして、RITA の名のもとに集うすべての人が「共に生き、共に育つ」学びの場をさらに深

めていかれることを心から応援しております。 

結手 
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徳武産業株式会社 様 

 宮田運輸株式会社 様 
株式会社宮田トラフィック 様 

               きずな保育園 様               株式会社ハッピーマーク 様 

              淀川加工印刷株式会社 様           オクト株式会社 様 

                株式会社ターン 様                   株式会社リブート 様 

         

税理士法人 ACEあかり事務所                花園特殊車輌株式会社 様 

                                 有限会社トレモア・プランニング 様            株式会社ユニーク 様 

 株式会社 I.S.コンサルティング 様             ホームページテック株式会社 様 

               株式会社森鋼材 様                  株式会社 zer0tech 様 

               小野シャンブル株式会社 様             四国計測工業株式会社 様 

                  株式会社メリックス 様               株式会社イング 様 

               株式会社アーストレック 様              コウマスター株式会社 様 

          株式会社泰宏産業 様                 有限会社湯浅鈑金工作所 様 

               少林寺拳法グループ 様              有限会社ゲイル 様 

        株式会社 GGP 様           株式会社藤田工業 様 

               西岡商事株式会社 様               ユニコム株式会社 様 

 株式会社グッドプランニング 様  株式会社ギフティア 様 

    株式会社小倉開発 様             中橋産業株式会社 様 

 株式会社フェイス 様  有限会社生島興業 様 

 株式会社フジタカ 様  株式会社高松ホットスタンプ 様 

 株式会社ラボ 様  株式会社阿北自動車教習所 様 

 株式会社パパベル 様  株式会社シロヤ 様 

 同和エレベータ工業株式会社 様  株式会社 喜多猿八 様 

 株式会社サンセイ 様  有限会社 井上誠耕園 様 

 千商ハウス株式会社 様  マルトク家具ベット専門店 様 

 大峰堂薬品工業株式会社 様  株式会社セントレディス 様 

 株式会社エーエス 様  株式会社永野基礎 様 

 仁尾興産株式会社 様  林田塩産株式会社 様 

 有限会社村上興業 様  株式会社クリエイト 様 

 株式会社ヤマシタ 様  株式会社三恒 様 

 ナカタ産業株式会社 様  株式会社渋谷製作所 様 

 北野工業株式会社 様  丸亀市民吹楽団 様 

 株式会社小林鉄工所 様  株式会社 エフエーエス 様 

 株式会社特機コールドサービス様  株式会社アクアス 様 

 株式会社ブランエステート 様  エムタブ株式会社様 

㈱共和商会 様    株式会社カシン 様    株式会社ダイトー 様   山下モータプール 様    

株式会社エンカレッジ 様   株式会社ラフト 様     株式会社すゞらん 様    共同設計株式会社 様 

 

 

応援サポート企業様一覧(順不同) 
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Vol.9 
 瀬戸内海は牡蠣の養殖が盛んである。しかし、今年は壊滅的な状況となっており、大切に育てた牡蠣のほと
んどが死滅してしまった。要因は夏の高温と極端に少ない雨量ではないかと言われている。 
日本は四季の風情を楽しめる国であったが、それも今は昔・・・ここ数年、秋の侘しさを感じる事ができない。猛

烈な暑さから一気に冬の到来だ。 
世界がおかしな状況になっていると言われるが、これも人間の業の結果かもしれない。 
我々は次世代に何を残せてやれるのか。 
今日この時生まれた子ども達に牡蠣の味覚や秋の紅葉を楽しませてあげられるよう、取り組めることはある筈
だ。『利他の心』今こそ、利己ではなく利他の心で世界的視野を持って臨むことが大切だと考える。 

機関誌編集委員会 髙見 久 

 
永田 義雄 様    久保 貴志 様     小池 由久 様  十河 孝男 様   藤本 博之 様 

石田  明 様    野澤  卓央 様    坂下 充 様   秋岡 裕子 様   松本 洋子 様   平峰 重芳 様 

 

 

 

本学園では、月に一度、生徒の夢を応援する未来会議を開催しております。 

未来会議とは？ 

生徒たちが抱える悩みや困りごと、そして挑戦したい夢について、直接対話しながらみんなで応援する場です。 

「進路について迷っている」 「新しいことに挑戦したいけど、どう始めればいいかわからない」 「起業やビジネスに興

味があるが、何から学べばいいかわからない」 そんな生徒たちの声に、RITA 学園の教職員だけでなく、本校の理

念に賛同してくださる企業経営者、大学教授、NPO 法人関係者、各分野の専門家など、多彩な経験を持つ

方々が集まり、共に考え、共に学べる空間です。この会議には、どなたでも参加できます。ぜひ、ご参加くださ

い！！   

【開催例】 

■生徒からの企画発表 

『佐柳島イベント～のんびりネコ島ハウス』 

   中学生の時、いじめで不登校になった生徒が、同じ思いをしている小中学生のために企画した島でのイベント

企画を発表 

■生徒へのインタビュー 

 『RITA 学園に入学、転学して』 

   生徒と先生の距離が近い安心感がる環境で学べている。前籍校の生徒との人間関係に悩んでいる。 

■定時制通信制生活体験発表 

  『頑張ることしか知らなかった僕』 

   定時制通信制生活体験発表会において優秀賞を受賞。将来は介護福祉士として働きたいという夢を持っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来会議のご案内 

応援サポータ様一覧(順不同) 
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〒764-0015 香川県仲多度郡多度津町西浜１２－４４ 

TEL : 0877-32-3000  FAX: 0877-32-3236  

info@rita.ed.jp 

ttps://www.rita.ed.jp/ 

 

 

 

学校法人 利他学園 

 


